
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

県立秩父特別支援学校 事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 埼玉県 】 

１実践テーマ 【  Ⅴ  】  

２実施対象者 対象学年 ： 小学部・中学部・高等部 全学年 

       児童生徒 １２４名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（高橋和樹選手による講演会・技術講習会） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 スポーツの魅力・ボッチャ競技の楽しみ方を知る。 

５ 取組内容 ⑴開催日 平成３０年１１月５日（月）１３：００～１４：００ 

⑵講 師 リオデジャネイロパラリンピック ボッチャ 

     日本代表 高橋 和樹 選手 

⑶会場  埼玉県立秩父特別支援学校 体育館 

⑷演題  「ボッチャの楽しみ方  

         〜ボッチャと出会って変わった人生〜」 

⑸内容 

 ➀高橋和樹選手の講演会（２０分） 

 

 

 

 

 

 

          

 ➁技術講習会（４０分） 

  ・１試合目 高橋選手      ＶＳ 生徒３名 

  ・2試合目 生徒３名      ＶＳ 生徒３名 

  ・3試合名 高橋選手と生徒２名 ＶＳ 教職員３名 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

・児童生徒がスポーツを楽しみ、体験的にボッチャの魅力を知るこ 

 とができた。 

・県立学校オリンピック・パラリンピック教育推進事業をとおして、 

 本校の取組を地域に情報発信することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成３０年11月6日（火） 埼玉新聞） 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・講演会だけでなく、児童生徒や教職員が体験できるようゲーム 

 形式の技術講習会にした。 

 

８主な課題等 ・児童生徒の実態や年齢、障害の重さ等を考慮した楽しみ方や独自 

 のルールを工夫し、全校で楽しむことのできる機会をつくる。 

 

９来年度以降

の実施予定 

・パラリンピック種目であるボッチャ競技を中心に、地域や学校間 

 の交流を推進していく。 

 

 



 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

県立秩父特別支援学校 事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 埼玉県 】 

１実践テーマ 【  Ⅴ  】  

２実施対象者 対象学年  ：小学部・中学部・高等部 全学年（希望者） 

       来場者３００名  

       参加者１２４名（卒業生、地域住民含む） 

       役員・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ  ８４名 

       来賓      ２０名 

       保護者・関係者 ７２名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（ちちぶふれあいピック２０１８） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 身近な地域でスポーツにふれる機会・きっかけづくりの場をつく

り、誰でも気軽に体験できるスポーツ大会を開催する。 

５ 取組内容 ⑴開催日 平成３０年１１月１０日（土）１０時～１４時３０分 

⑵会 場 埼玉県立秩父特別支援学校 グランド、校舎、体育館 

⑶タイムスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



⑷実施競技・種目 

 ・５０ｍ または ３０ｍ走  ・ジャベリックスロー 

 ・ビーンバック投      ・フライングディスク 

 ・スポーツいろいろ体験   ・ボッチャ（交流大会） 

 ・スポーツ吹矢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

・身近な地域で誰もが気軽に参加できるスポーツ大会を開催するこ 

 とができた。 

・地域の人・事業所・行政等のつながりができ、協力体制を構築す 

 ることができた。 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・地域の関連する福祉施設や行政、ボランティア等でちちぶふれあ 

 いピック実行委員会を立ち上げ、人の繋がりの場をつくった。 

・初級障害者スポーツ指導員養成講習会を秩父地域で開催し、地域 

 のスポーツ指導員を増やした。 

８主な課題等 ・継続的に大会を開催するための予算の確保と組織作り 

・スポーツ指導員、ボランティア等の人材育成 

 

９来年度以降

の実施予定 

 実行委員会を継続し、ちちぶふれあいピックを開催していく。 

 


